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1．はじめに
　E．M．Forsterの、4勲∬㎎6渉o加4宛（1924）の中心に位置する事件は、マ
ラバー洞窟で現地人に襲われたらしい若いイギリス人女性、Adela
Questedを原告とする裁判である。アデラを襲った犯人として捕らえられ
たのはインド人医師、Azizである。イギリス人側は被統治者であるインド
人が白人女性に危害を加えた、けしからん事件と考えいきり立つ。一方ア
ジズは身に覚えのない罪のために刑務所に入れられて逆上する。チャンド
ラポアの町はインド人側とイギリス人側とに二分されて、内乱が起きかね
ない状態にまで達する。いよいよ裁判の当日、核心部分に入ったとき、突
然アデラは前言を翻し、自分が幻覚に襲われていたことを認め、訴状を撤
回する。アデラが急に目が覚めるきっかけになったものは、アデラと共に
マラバー洞窟への遠足に行き、その後急にイギリスに帰ってしまった、ア
デラの婚約者Ronny　Heaslopの母、Mrs　Mooreの名をインド化した名前を
一75一
向井　千代子
インド人たちが唱えたためである。不思議なことにフォースターは洞窟の
中で実際には何が起こったのかを語らない。アデラもはっきりとは語らな
い。裁判の後、アデラはイギリス人たちに嫌われ、裁判のとき唯一インド
人側についた当地の官立大学学長のFieldingに保護される．アデラはロニー
から婚約を破棄され、イギリスに帰っていくが、アジズはフィールディン
グが自分を裏切りアデラと恋仲になったのではないかと考え、二人の友情
に罐が入る。このように作品の要のところに位置する出来事はどうして起
こったのか、アデラの混乱の原因はどこにあったのか、何故フォースター
は事件の真相を明らかにしないのか、といった問題に対して、ある程度の
答えを引き出すことが本論文の目的である。
2．混乱（muddleness）について
　‘muddleness’という言葉でしばしば表現される現象もしくは概念は、
フォースターの小説によく出てくる概念であり、フォースターの小説の劇
的な展開の原動力となるものである。その概念について簡単に説明してお0
こう。例えば、41～oo窺賜》hσy加（1908）の19章で、女主人公Lucyが老
Emerson氏に対して嘘をついてしまう場面でルーシーの嘘を見破ったエマー
ソン氏は次のように言ってルーシーを諭す。
　r老人の話を聞きなさい。世界中で混乱ほど悪いものはありません。死
や運命や、恐ろしく思えるものに直面するのは易しいことです。でも私が
本当に恐ろしい思いで振り返るのは、自分の混乱の経験です。避けられた
かもしれない事柄のことです。私たちはお互いにほんの少ししか助け合え
ません。…混乱に注意することです。覚えていますか、あの教会で、あな
たが私のことを迷惑に思っていないのに、迷惑だというふりをしたときの
ことを。それより以前に、眺めのよい部屋を断ったときのことを覚えてお
いでですか。ああいったことが混乱です。ほんの些細なことですが、不吉
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です。今のあなたもそういう混乱に陥っているのではないかと思います。」
侮～rV246）
　‘muddleness’という言葉をここでは「混乱」と訳したが、ほかに
「ごちゃ混ぜ」「だいなし」「泥沼に陥ること」などという意味があり、正
常な価値判断の混乱や判断の問違いなどを意味する。そうした混乱が起き
るのは、もちろん自分の中に相反する感情や判断があって、それらが衝突
して正常な判断を下せなくなるのである。『眺めのいい部屋』でルーシー
が、旅先で出会ったGeorge　Emersonへの愛を認めるのに時間がかかるの
は、ジョージがルーシーの育った階層の人たちとは少し下の階層に属する
人間であり、今までの因習的な価値観とは違った価値観の持ち主なので、
愛情を認めたくない思いが強いためである。つまり「混乱」は、登場人物
が人生において自分の今までの価値観への挑戦を迫られるときに起きるの
である。だから「マドルネス」の概念は道徳的な概念でもある。フォース
ターは第一作隔粥A㎎召ZsFεα7≠oT磁4（1905）から一貫してイギリス
人中産階級の因習的な考え、自己満足的な狭い了見を批判的に描いてきた。
中産階級人の偏狭さがはっきりと示されるのは、彼らが自分たちとは違う
価値観の人たちと接するときである。そのためにフォースターの小説には
階級の違うイギリス人や、人種の違うイタリア人やインド人などが登場し、
複雑な人間関係や誤解、傷つけ合いを通じて、人間の、特にイギリス人中
産階級の限界がはっきりと表り出されるのである。初期の小説ではそれら
は痛烈な皮肉を含みながらも明るい喜劇の様相を示しているが、後期にな
ると暗い色調を帯び、飾ω醐ゐ．E％4（1910）においては「恐怖と虚無」
（panic　and　emptiness）という語で表わされ、より深刻な指摘となってく
る。『インドヘの道』では、植民地におけるイギリス人とインド人の関わ
り合いを扱っているので、人種問題、イギリス帝国主義の問題、異文化間
コミュニケーションの問題を含んでくるために、「マドルネス」はさらに
解きがたい、大きなものとなる。
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3．アデラの人物像とrマドルネス」
　アデラ・クウェステッドはロニー・ヒースロップの花嫁候補で、本当に
ロニーと結婚するかどうか心を決めるために、ロニーの母、ムア夫人に付
き添われてチャンドラポアを訪れている。ムア夫人はロニーの父の死後再
婚しムア姓となり、さらに二人の子供がいるが、二度目の夫も亡くなって
いる。敬虞なクリスチャンで穏やかな女性である。一方アデラは感情より
も理性の発達している知的な女性である。第3章の、イギリス人のクラブ
の場面で、アデラは人々に「本当のインドを見たい」と言う。これに対し
てフィールディングは「インド人に会うことだ」と答える。その彼女の言
葉がきっかけとなって当地の地方長官のMr　Turtonはブリッジ・パーティ
を企画する。この日クラブから帰るときに、Mrs　Turtonは夫にアデラに
ついての感想として「クウェステッドだなんて、変な名前だわ」（22）u）と
言う。彼女はアデラが気に入らず、「ぶしつけで変人なので、ヒースロッ
プの花嫁には向かない。いっそフィールディングとでも結婚すればよい。
二人とも本物（pukka）ではないのだから」と言う。ここで、クウェステッ
ドという名前が引き合いに出されるわけだが、その名は‘quested’つま
り「探求する」‘quest’という言葉と関係がある。つまりアデラの好奇心
の強さとインド探究をする人物という設定を示唆する名前である。
　長官たちが帰った後のクラブでの、ロニーたちの会話からクラブヘは普
通インド人たちは立ち入り禁止であること、インド在住のイギリス人の問
では、インド人たちと交際することは好ましく思われていないことがわか
る。であるから「本物でない」という言葉でタートン夫人が意味するのは、
フィールディングはインド人たちとも付き合うような変わり者だという意
味である。同じことをロニーの考えとして作者は次のように書いている。
　彼女（＝ムア夫人）には口出ししてもらいたくなかった。母親のほうは
たいしたことではない一ただの観光旅行者で、アデラの一時的な付き添い
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に過ぎない。好き勝手な印象を抱いてイギリスに帰っていけばよいのだ。
ところがアデラはこの国でこれから暮らそうと考えているのだから、もっ
と深刻な問題だ。現地人の問題で妙な考えを持ち始めたら、厄介なことに
なる。（26）
　ロニーは母親が回教寺院で偶然アジズと出会って、言葉を交わし、お互
いによい印象を抱いたことを知って、それがアデラに悪い影響を与えるの
ではないか、と心配する。やがてブリッジパーティが開かれるが、不成功
に終わる。インドの女性たちは庭の隅にかたまっていて、親しもうとしな
い。しかしフィールディングは、インド人と何とか親しくなろうとする、
ムア夫人とアデラに好意を持つ。そこで二人を自分の大学でのお茶会に招
待する。アデラの口からアジズの名前も出て、彼はアジズもお茶会に招く
ことにする。その時フィールディングはアデラのアングロ・イングリッシュ
たちに対する非難の言葉に「どこか理屈だけで言っているところがある」
と感じる。一方ロニーはインド在住のイギリス人社会に適応しているので、
母親に向かいr僕たちは親切に振舞う目的でインドまで来ているのではあ
りません」「僕たちはこの国に正義を行い、治安を維持するために来てい
るのです」「インドは応接間じゃありません」（43）と答える。この時点で
すでにアデラとロニーの考え方の違いは明らかである。
　フィールディングのところでのお茶会に招かれたアジズは最初からフィー
ルディングに好意を抱き、彼がカラーボタンをなくしたと聞くと、自分の
ボタンをはずしてまで彼に渡す。他にこのとき招かれたインド人は大学の
Professor　Godboleである。アジズはアデラが大変な不美人だったから、
気を遣わないでムア夫人とアデラに対して相手が男であるかのように振舞
えた、と書かれている．アデラは「骨ばった体つきで顔にはそばかすがあ
る」とも書かれていて、アデラが肉体的な美に恵まれていないことがわか
る。ここでアデラが「私、神秘的なことって大嫌い」と言い、「神秘」と
「混乱」の両用語が出てくる場面がある。
一79一
向井千代子
「私、神秘って、大嫌い」とアデラはきっぱりと言った。
rでも我々イギリス人は嫌いですよ」（フィールディングの言葉一筆者注）
「イギリス人だからじゃなくて、私の個人的な見解で嫌いなの」と彼女は
訂正した。
「私は神秘は好きですが、混乱は嫌いです」とムア夫人が言った。
「神秘は混乱ですよ」
rまあ、フィールディングさん、あなたはそう思うんですね」
r神秘は、混乱のことを少し高尚に聞こえるように言っただけですよ。…
インドは混乱だってことをアジズも僕も知っています」（62）
　ここでうっかりアジズはr僕の家に来れば混乱なんかありませんよ」と
言って、ムア夫人たちを招待してしまう。しかしアジズは自分の家の雑然
とした様子、ハエのいるみすぼらしい家にイギリス人女性が来ることを考
え、ぞっとしてしまう。アジズは自分の言葉を真に受けて喜んでいるアデ
ラに苛々しつつ、その気持ちをごまかすために必要以上におしゃべりをす
る。ちょうどフィールディングがムア夫人を連れて大学内を案内している
間に、アジズは前自を翻して、代わりにマラバー洞窟へのピクニックに招
待する。これは明らかにアジズの側の混乱である。しかもその後の会話か
らアジズ自身マラバー洞窟へ行ったことがないことが判明する。
　それより少し前にアジズとの会話の中で、アデラは何も考えずに「イン
ドに長くいるつもりはない」と答える。そう言ってしまってから、これは
インド人に語る前にロニーに語るべき言葉だった、と思う。つまり、この
時点でアデラの無意識層では、ロニーとの結婚はしないっもりでいること
がわかる。
　そこヘアデラとムア夫人をポロに誘うために、ロニーが訪ねてくる。ロ
ニーはアデラが一人でインド人たちと一緒にいる姿を見て不愉快になる．
そのためにロニーのインド人に対する態度は無礼な態度になり、アデラは
その態度を不愉快に思う。そこへ帰ってきたフイールディングとロニーの
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会話からアデラがタバコを吸うことがわかる。この時代タバコを吸うとい
うことは「ニューウーマン」であることを意味した。つまりアデラは「ニュー
ウーマン」として設定されているのである。「ニューウーマン」の概念を
一言で言うのは難しいが、女性参政権運動の盛んであった19世紀末から20
世紀初めにかけての時代の先進的な女性一般への呼称と考えてよい。ファッ
ション的には自転車に乗ったり、タバコを吸ったりするという特徴を持つ。
ニューウーマンと呼ばれた女性の中にはフェミニスト運動に関与するタイ
プと性的解放を謳歌するタイプとがあるが、アデラは明らかにフェミニス
ト・タイプである。rハワーズ・エンド』のMargaretやHelenもこのタイ
プに属する。
　ムア夫人がポロを見に行かないというので、彼女を家において二人でポ
ロ競技場に向かう途中、アデラはロニーに結婚するつもりがないことを告
げる。ロニーは気落ちするが、紳士らしく耐える。その後二人はポロ競技
場で出会ったインド人の大地主の老紳士からドライブに誘われる。が、彼
らがマラバー洞窟に向かう道路を走っているとき、事故に遭う。それは闇
が押し寄せてきて、車の中で二人の手が触れ合い、お互いに動物的な欲望
を感じて、つい手を握り合ったその瞬間に起こる。これはマラバー洞窟で
のアデラの恐怖の体験の前触れとも言える不吉な事件である。事故の直前
の様子は次のように書かれている。
　暗くなり始め、闇がわずかな植物の中から湧き出てきて、両側の野原を
完全に覆い、やがて闇は道路にまで溢れ出てきた。ロニーの顔がぼんやり
してきた一こうなるといつも彼女の彼に対する尊敬の念が高まるのだった。
がたっと揺れた瞬間に彼女の手が彼の手に触れた。すると動物の世界でよ
く起こるぞくっとする興奮が二人の間を流れ、今までの困難はすべて恋人
同士の諄いに過ぎなかったと告げた。どちらも相手を握る手の力を強める
にはあまりにもプライドが高かったが、それを引っ込めもせず、二人の間
には蛍の明かりのように局部的でつかの間の、偽りの結合感が下りてきた。
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（79－80）（下線筆者）
　事故の原因は闇の中から飛び出してきた大きな動物によるものらしい。
彼らは外に出てタイヤの後を調べようとするが、アデラのスカートが土埃
の上をかき回して跡が見えなくなってしまう。事故の興奮が引き金となっ
て二人の気持ちが結びつき、アデラはロニーに対して前言を翻して二人の
婚約が成立するのだが、これはr混乱」に他ならない。しかし婚約が成立
した後のアデラの内心は「緑の小鳥や毛むくじゃらの動物とは違って自分
は今ラベルをつけられてしまった。また屈辱を感じた。というのはラベル
を好まなかったし、この場面で恋人と自分の問には何か劇的で長々しいシー
ンがあるべきだとも感じていた」（85－8）と説明されている。これはニュー
ウーマンとしてのアデラが、男に縛られることに対して逡巡を覚えている
とも解釈できるし、婚約したのに情熱のかけらも見せぬロニーへの不満と
も考えられる。アデラはロニーの側にもっと情熱のようなもの、何か激し
い感情があってほしいと願っているのである。このロニーはフォースター
の言う心情の発達していないイギリス人の特性を大いに持っている。フォー
スターは‘Notes　on　the　English　Charactefで次のように言っている。
　そして海外で英国人の陥っている困難に対して大幅な責任を持っている
のは、この未発達な心情なのです。未発達な心であって、冷たいのではあ
りません。この違いは重要です。…英国人は感受性がないわけではありま
せん。ただ、感じるのを恐れているのです。英国人はパブリック・スクー
ルで感情表現は悪いものだと教えられてきました。大きな喜びや悲しみを
表現してはいけないのです。話すときに大きな口をあけてもいけないので
す。そんなことをしたらパイプが落ちてしまいますから。英国人は感情に
栓をしなくては（bottle　up）ならないのです。あるいは非常に特別な場合
にだけ感情を爆発させるのです。（AH13）（下線筆者）
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そして後に触れるように、この感情の未発達さはアデラの特徴でもある。
4．ムア夫人の洞窟体験
　この小説の中心に位置するマラバー洞窟の外形についてフォースターは
次のように説明している。
　洞窟の説明は簡単だ。長さ8フィート、高さ5フィート、幅3フィート
のトンネルを行くと、直径20フィートほどの丸い部屋に出る。この形は、
この丘陵地帯において何度も何度も繰り返される。これがすべてだ。これ
がマラバー洞窟だ。（117）
　それらは暗い洞窟である。洞窟の口が太陽の方角を向いていても、丸い
部屋に入る入り口のトンネルを貫くような光はほとんどない。見るものは
ほとんどないし、訪問者がそこに着いて5分たち、マッチを擦るまでは目
で見えるものはない。マッチを擦るとすぐに岩の奥のほうにもうひとつの
炎が上がり、まるで閉じ込められた精霊のように表面に近づいてくる。丸
い部屋の壁はすばらしくぴかびかに磨かれているのだ。二つの炎は互いに
近づき、結合しようとするが、できない。なぜならばその一方は空気を吸っ
ており、もう一方は石なのだから。美しい色彩をちりばめた鏡が恋人たち
を引き裂き、ピンクや灰色の繊細な星々が介入し、きわめて美しい星雲や、
ほうき星の尾よりもかすかな陰影や、真昼の月、御影石のはかない生命の
すべてがここでだけ見られた。突き進む土の上には拳と指が突き出ている一
ここに、ついにそれらの皮膚がある一動物たちを覆う皮膚よりももっとき
めが細かい、風のないときの水よりも滑らかで、愛よりももっと肉感的な
皮膚が。輝きは増し、炎は相触れる。キスをし合い、消える。洞窟は他の
洞窟と同じように再び真っ暗になる。（117－8）
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　ここで注意したいのは、マラバー洞窟群を抱く山々がr拳と指」（丘sts
and五ngers）という表現をされていることだ。フォースターの初期の短編
‘The　Story　of　a　Panid（2）に出てくるイタリアの谷の描写にも「指」と
いう表現が使われていた。「パニックの物語」では、その谷で人々はパン
の神に出会うのだが、マラバー洞窟ではもっと恐ろしいものに出会うこと
になる。
　最初の洞窟の見学が行われ、そこでムア夫人は恐ろしい体験をする。も
ともと体調が悪かったこともあるだろうが、洞窟の中で彼女は気絶しそう
になった。原因は、村人や召使たちも一緒についてきたので、一時に多く
の見物人が洞窟に入り、悪臭がし、闇の中で押し合いへし合いとなる。し
かも一度など裸のものが口に押し付けられた。（これは後で外に出てから、
村人の一人がおぶっていた赤ちゃんのお尻だったことがわかるのだが。）
それに加えてもっと恐ろしかったのは木霊だった。
　インドにはいくつかのすばらしい木霊がある。…マラバー洞窟の木霊は
それらとは違っている。まったくはっきりとしない木霊だ。何を言っても
同じ単調な音が答える。その音は震えながら壁を伝って上り下りし、やが
ては屋根をなす壁に呑み込まれる。人間の言葉で書き表すならば「ボーム」
という音、あるいは「ボーオーム」もしくは「オーボーム」。まったく鈍
い音。希望も礼儀正しさも、鼻をかむ音も、ブーツの軋る音も、みんな
「ボーム」になる。マッチを擦っても、小さな蛆虫がとぐろを巻き始める。
あまり小さいので円形を作れないのだが、それらが目を光らせている。ま
た何人かがいちどきに口を開くと、重なり合った叫び声が生まれ、木霊が
木霊を生んで、洞窟はそれぞれが独立してのたうつ小さな蛇で出来た一匹
の蛇でいっぱいになる。（138－9）
ムア夫人は木霊を聞いて虚無感に圧倒される。
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　衝突や匂いは忘れることは出来たが、木霊はうまく言えないが、彼女の
人生の基盤を覆し始めた。たまたま疲れているときに起こったために、そ
れは次のようなつぶやきに聞こえた。「悲哀、哀れみ、勇気、それらは存
在するが、みな同じものだ。そして不潔さも同じだ。すべては存在するが、
価値あるものは何もない。」あの場所で誰かが不潔なことを言ったとして
もあるいは高尚な詩を引用したとしても、帰ってくるコメントは同じ「オー
ボーム」だったろう。天使の言葉で語り、過去、現在、未来の世界のすべ
ての不幸や誤解のために弁じたとしても…それも同じことになるだろう。
蛇が降りてきて、天井に帰っていくだろう。
（140）
　ここの描写にはヒンズー教の神話の影響もあるだろうが、r恐怖」の体
験そのものは、前作『ハワーズ・エンド』の第5章でベートーベンの第5
交響曲を聴きながらヘレンが体験する「恐怖と虚無」と同じものである。
一部引用しておく。
　一音楽が始まると一匹の妖怪が宇宙を静かに端から端まで歩いていった。
ほかの妖怪もそれに続いた。それらは攻撃的な生物ではない。それがかえっ
てヘレンには恐ろしかった。それらは通りながら世界にはすばらしいもの
や英雄的なものなどないと言っただけだった。…ヘレンはそれらに反論で
きなかった。というのは一度だけだが同じように感じたことがあったから
だ。そして若さという頼りになる壁が崩れるのを見たのだった。恐怖と虚
無！恐怖と虚無！妖怪たちは正しかった。佃45）
　r恐怖と虚無」で表わされるものは何だろうか。『ハワーズ・エンド』の
場合、それは人と人の理解不能さ、人間関係の難しさである。この作品で
も人間関係の難しさが第一番の意味であろう。しかもここで扱われるのは
イギリスによる植民地支配の時代の、インド人対イギリス人の関係である。
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そのような関係にあるとき、インド人とイギリス人の間に友情は成り立つ
のか、という本書のテーマに対する否定的な答えとして木霊がある。しか
し木霊はそれ以上の恐ろしい存在に見える。マラバー洞窟群はr人間が生
まれる以前、世界の原初的な存在である」と語られているが、すべてのも
のに先んずる存在の、人間に対する無関心さをムア夫人はここで感じ取り、
キリスト教への信念さえも覆され、今までとは人が変わったよケに怒りっ
ぽい、けち臭い老女になって、やがてインドを去ることになる。
　ここには、二つの世界大戦の狭間に生きていたフォースター自身のヒュー
マニズムの危機感が反映されている。加えてホモセクシュアルであったフォー
スターの個人的な悩みの反映もあるであろう。マラバー洞窟の木霊は、妖
怪と同じように、小さなけち臭い存在でありながら、人間のすべての努力
を否定する恐ろしい虚無の闇である。
5．アデラの洞窟体験
　ムア夫人がこれ以上洞窟見物には行かないというので、その先の見物は
アジズとアデラとガイドだけで行くことになる。というのは最初の洞窟見
物で懲りたムア夫人が「今度はあまり大勢の人を連れて行かないほうがい
いですよ」と忠告したためである。洞窟のある丘に登っていく途中、アデ
ラは岩に刻まれた足場の形から車の轍の跡を連想し、自動車事故の夜のこ
とを思い出し、自分がロニーを愛していないことに突然気づく。
　これはいわばアデラにとって啓示的な瞬間である。しかしすでに「混乱」
による自己欺隔を重ねてきているアデラは、「いまさら結婚をやめるわけ
にはいかない」「うまくいく結合のために愛が必要かどうかわからない。
もし愛がすべてであるとしたら、ハネムーンを過ぎても成立する結婚なん
てないだろう」と考える。愛のない結婚をしようと決意したアデラは、ア
ジズにr結婚していますか」と聞く。アジズは妻を亡くしていることを隠
してrええ、していますよ」と答える。これは嘘であるが、たぶんアジズ
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はあまり親しくない外国人に本当のことを言いたくなかったのだろう。そ
のときアデラはふとアジズがハンサムな青年であることに気づき、彼に比
べて自分もロニーも肉体的な美しさがないことを残念に思う。このときア
デラはアジズに手を引いてもらっているのだが、アデラがr奥様はお一人、
それとももっといますか」と尋ねたことから、アジズは傷つき、手を離す。
回教徒は複数の妻を持つということを聞いたことがあって、そう訊いただ
けだったが、自分は進歩的な回教徒と思っているアジズはショヅクを受け
る。アジズは気を落ち着けるため、とある洞窟に入り込んでタバコを吸う。
一方アデラはぼんやりと物思いにふけりながらどこかの洞窟に入ってゆく。
　アジズがタバコを吸い終えて戻ってみると、アデラの姿はなく、ガイド
がいるのみである。あわててあちこちの洞窟を探すが見つからない。その
うち下のほうに車と人影が見えたので、もしかするとアデラは気が変わっ
て車で帰ったのかもしれないと考える。そのため次に入った洞窟にアデラ
の双眼鏡が落ちているのを見つけても、その紐が切れているのを見ても、
何も考えず、無意識にポケットに入れる。ムア夫人のところに戻ってみる
と、フィールディングが来ている。嬉しくなったアジズは、アデラはフィー
ルディングを送ってきたMiss　Derekの車で帰ったのだと思い込んで、安
心してしまう。この辺の展開はアジズの「混乱」を示している。
　ところがチャンドラポアに帰って列車から降りたとたんに、アジズはア
デラを襲った犯人として捕らえられる。そして無意識にポケットに入れた
双眼鏡が有力な証拠物件とされる。罪状は何かといえば、アジズはアデラ
の後から洞窟に入って侮辱的なことをしようとしたが、アデラが双眼鏡で
彼を殴ったために未遂に終わった、というのである。
　その後のアデラはどうかと言えば、夢中で丘を駆け下りたときにサボテ
ンの棘が体中に刺さり、日射病にもかかり、数日問寝ていた。あの事件以
来、不思議な木霊が聞こえていて十分に集中できない。彼女の説明によれ
ば、「洞窟に入って指の爪で壁を引っかいて木霊を起こそうとしていると、
人影が入ってきて閉じ込めてしまった。とても長い時問のように思えたが
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30秒くらいかもしれない。双眼鏡でその男を殴ったので、男は皮紐で彼女
を引きずりまわした。紐が切れて逃げ出した。男は自分には指一本触れて
いない」（184）と言う。ここで重要なのはr閉じ込めてしまった」
（bottling　me　up）という言葉である。アデラは14章でもこの言葉を使っ
ている。それはマラバー洞窟に出かけた汽車の中でのムア夫人との会話に
おいてである。乾季が近づいているのでアデラとロニーはすぐには結婚で
きない。乾季には女たちは暑さを避けてシムラという高地に移ることになっ
ているが、「わたしは押し込められないわ」（I　wonlt　be　bottled　up．）と言
う。これを前に引用した「イギリス人の国民性に関する覚書」の「栓をす
る」もottle　up’いう表現とつき合わせてみれば、ここで問題になってい
るのは、アデラが自己の感情を偽り、蓋をしていることであることがわか
るだろう。
　アデラの木霊が止みそうになるのは、ムア夫人がrアジズは無実ですよ」
と言った時である。しかしそれもロニーに阻まれて、うやむやになり、ム
ア夫人は裁判を待たずに帰国する。こうしてアデラが正気に返るのは、裁
判の場でインド人たちの「エスミスエスムア」という呪文のような声を聞
く時まで持ち越され、その結果アデラは劇的な形でアジズヘの訴えを撤回
することになる。
　アデラがロニーによって正しい判断を阻まれるという展開は、7物
Loη8観力簾％の（1907）で主人公Rickieが妻のAgnesに阻まれて異父弟に
真実を告げる機会を逸し、更なる迷妄状態に入り込むという展開と同じで
ある。普通『インドヘの道』ではアデラは魅力のない脇役的な登場人物で
あり、中心はフィールディングとアジズの友情であり、その友情が壊れる
のはアデラのせいである、と解釈されている。そういう面は確かにあるが、
アデラとリッキーの過ちの共通点を考えると、アデラは洞窟の中で異常な
体験をし、自分だけでなく周りの人々を混乱に巻き込むけれども、そのよ
うな過ちを通じて何らかの発展を遂げる可能性を持った人物である。
　実はフォースターはアデラが洞窟内で襲われるところを原稿の段階では
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書いていた。しかし、これは書かないで空白にしたほうがよいと気づいて
カットしたと言う。この場面が書いていないことにより、読者は苛々する
し、事件後大学にアデラがとどまっているとき、フィールディングとアデ
ラで真相究明のような会話も行われるのであるが、はっきりとした結論は
出されていない。しかし作者がアデラの襲われる場面をカットしたという
ことは、木霊によってアデラは自分の内部にある矛盾を目の前に突きつけ
られてパニヅクに陥り、幻覚を見たのだという解釈がもっとも自然であり、
その解釈をフォースター自身も読者に期待したと考えてよいだろう。
　研究者たちのアデラの体験の説明の中で、最も印象的かつ説得力のある
のは、Wilfred　Stoneの解釈である。彼はC．GJungの心理学を応用してア
デラがこの洞窟の中で出会ったものは、ユングの心理学に出てくる原型の
一つのr影」であると言う。
　彼女は何に出会ったのか。ルイーズ・ドーナーはアデラはユングが「ア
ニムス」と呼んだもの、女性が自分のうちに持っている、男性の原型に会っ
たと明敏にも示唆している。しかし、これではその経験の恐怖の説明には
ならないだろうし…その深さの説明にもならないだろう。その経験はむし
ろユングが「影」と呼んだもの、心の準備なしに出会った者に、口に言え
ぬほどの恐怖を与える、無意識の、最も深い、最も暗いところにある存在
である。「影」の経験には普通洞窟への入り口のように狭い通路を通って
近づく。続いて果てしない広がりを覗き見る。この広がりは洞窟の磨かれ
た壁面の中にあるように見える深さで象徴されうるものである。（Stone
335）
として彼はユングの『原型と集合無意識』から引用する。
　自分自身との出会いは最初は自分自身の影との出会いである。影は狭い
通路、狭いドアであり、深い井戸へ降りていく者は必ずこの痛みを伴う収
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縮を免れることは出来ない。しかし自分が何者かを知るためには自分自身
を知ることを学ばねばならない。というのは、そのドアの向こうにあるも
のは驚くべきことに、かってなかったほど不確かなものでいっぱいの、無
限の広がりであるからだ。そこには明らかに内もなければ外もなく、上も
なければ下もない、ここもなければあそこもなく、私のものもなければあ
なたのものもなく、善もなければ悪もない。ここは水の世界である。そこ
ではすべての生命が浮遊状態で漂っている。ここは共鳴するシステムの領
域、すべての生き物の魂が始まるところである。わたしがこれやあれと不
可分である場所、自己のうちに他者を経験し、自分以外の他者が自分を経
験する場所である。（Stone335）
　また心理学をかじっている者なら当然、この洞窟の形からr子宮」を思
い浮かべるであろう。洞窟はすべての生命が生まれる場所であり、また死
して帰っていく場所でもある。W・ストーンによればヒンズー教にはr世
界の山」（World　Mountain）という概念があり、ヒンズー教の寺院にはそ
れを体現したものがあると言う。「フォースターはそのことを1940年に知っ
たのだが、本書のマラバー洞窟はまさしく『世界の山』の原型のようなも
のであった」（Stone302）と言っているが、洞窟は明らかにr母なる大地」
の象徴でもある。
　筆者としてはもう一つ単純なフロイト的解釈も成り立つことを付け加え
ておきたい。先ほど説明したように、アデラは自分の感情を抑圧していた．
その感情とは本能や性欲を含む人間の自然の感情である。彼女は精神状態
のバランスを欠いていたために、洞窟内の木霊によって幻惑されパニック
に陥ったのである。そしてその感情の抑圧は作者フォースターが自分のホ
モセクシュアルな欲望との葛藤を通じて体験していた抑圧とも共通のもの
である。
　ここでフォースターと似た傾向を持つ作家のD．H．Lawrenceとの比較が
有効だろう。二人共、人間の無意識や本能を重視したという共通点を持つ。
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しかしロレンスが一種の「血の哲学」のようなものを作り上げて、意識過
剰の現代人を批判し、本能や直感を礼賛したのに対して、同じく人間の知
識や理性偏重を批判しながらもフォースターは本能や直感に傾きすぎるこ
とにも警告を発した。バランス感覚、平衡感覚がフォースターの特徴であ
る。アデラは知的な女性であり、本能や直感から程遠い人物である。とは
いえ欲望がないわけではない。知性や理性と欲望とのギャップがあまりに
大きすぎたとき、精神的なバランスは崩れ、混乱や錯乱状態が起こるので
あるが、マラバー洞窟は彼女の真の姿を鏡に映すように見せて、いや木霊
によって、それをさらに増幅させて見せて、混乱を引き起こしたのである
と解釈できる。
6．結び
　裁判の後フィールディングとアデラは事件のことをかなり率直に語り合
うが、アデラが「テレパシー」という言葉を使ったことで話がそれ以上発
展せずに終わってしまう。二人は理性でわからないことは追求しないこと
に意見が一致して握手しあう。そのとき語り手は次のようなコメントをさ
しはさむ。
　小人が握手し合っているような仲のよさが空中に漂っていた。男も女も
力の頂点にいた。物分りがよく、正直で、霊妙でさえあった。二人は同じ
言語を話し、同じ意見を持ち、年の差も性の差も二人を隔てなかった。し
かし二人は不満だった。「わたしはもうちょっと生きたい」とか「神を信
じません」とか、二人の意見が一致したとき、その言葉の背後に奇妙な逆
流が続いた。まるで宇宙が小さな空虚を埋めるために身じろぎしたようだっ
た。あるいは自分たち自身の身振りを無限の高みから見ているようでもあっ
た。小人が語り、握手をし、同じ洞察の足場に立つことを互いに認めてい
た。自分たちが間違っているとは思っていなかった。なぜなら正直な人が
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自分は間違っていると考えたらとたんに不安定になるからだ。彼らには星
の向こうの無限の目的地などなかったし、そんなものは求めていなかった。
だが物足りない気持ちが、他の場合にもあるように降りてきた。夢の影の
影が彼らのはっきりとした関心事の上に降りかかり、二度と見ることのな
い事柄は別世界からのメッセージのように思えた。（252）
　ここでフォースターが暗示していることは何だろう。この前に幽霊の話
なども出てきているので、フォースターはアデラやフィールディングのよ
うな人々にももっと「目に見えない存在」への関心を持ってほしいと望ん
でいるのかもしれない。アジズが回教寺院でムア夫人に会ったとき、最初
アジズは幽霊を見たのではないか、と思った。また自動車事故のとき、車
の持ち主は出現したのは動物ではなく、自分が昔ひき殺した人間の幽霊で
はなかったか、と後で考える。インド人たちにとっては幽霊は受け入れ難
い存在ではない。しかしアデラやフィールディングには受け入れられない
だろう。そして「神秘」を受け入れない人間には「神秘」は「混乱」に過
ぎない。Denis　GodfreyはE砿∫bz惚71sαh67κ初g40〃2においてフォース
ターが神智学や人智学へのある程度の興味を持っていたと思われることを
指摘している（3）が、不可知論者であったフォースターは当時流行の神秘主
義に対してもある程度の距離をとっていたと考えられる。
　この作品でフォースターは神秘を受け入れるムア夫人とゴドボール教授、
受け入れず、ある程度の距離を置くアデラとフィールディング、その中間
に位置するアジズのような、様々なイギリス人とインド人を描き、人間の
現実に対するさまざまな関係の持ち方を示した。マラバー洞窟の木霊はそ
れぞれの人間の限界を拡大増幅してみせる一つの装置のようなものである。
『インドヘの道』の政治的側面を見逃すことはできないし、そこにEdward
Saidのように（4〉イギリス人としてのフォースターの生ぬるさを見ることも
可能だが、もともと緊張関係にあったイギリス人とインド人の対立を激化
させる役割を果たすアデラの混乱は、アデラ個人の女性としての生き方の
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問題ばかりでなく、西洋人の目からは混乱に見えるアジアの持つ神秘をも
受け入れることの必要性を説く役割を果している。
Notes
（1）使用テキストは、4Pσss㎎6云o動4伽．London：Edward　Amold，1978．以下、本書
からの引用文についてはページ数のみ表示。
（2）　‘The　Sto坪of　a　Panic’，丁肋ハ勉漉勿z6Sホ砂sση40云h67Sホ07ゼ6s．1－22．
（3）Godfrey，120－1，143－4，217－9参照。
（4）Said，200－06参照。
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